
令和6年度（２０２4年度） 熊本県立人吉高等学校 全日制 シラバス

教科 論理国語（３) 学年 3 類型 文系クラス

学習

目標

評価基準

期間

使用教材（教

科書・副教

材）

学習方法

評価方法

国語 科目（単位数）

（１）文章や図表などに含まれている情報を相互に関係づけながら内容や書き手の意図を解釈する力をつける。・・（知識及び技能）

（２）論理的に考える力や、深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で、また、古典作品から読み取れる先人のものの見方、感じ方、考え方

に触れる中で、自分の思いや考えを広げ、伝え合う力を高める。・・（思考力、判断力、表現力）

（３）言葉が持つ価値への認識を深めるとともに、読書に親しみ自己を向上させ、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。・・（学びに向かう力、人間性

等）

知識・技能 ①定期考査（知識・技能を問う問題）７割　　②ノート・プリント１割　　③提出物（課題）２割

思考・判断・表現 ①定期考査（思考、判断、表現を問う問題）７割　　②ノート・プリント１割　　③提出物（課題）２割

主体的に学習に向かう態度 ①定期考査　２割　　②ノート・プリント　１割　　③提出物（課題）７割

単元（学習内容） 学習の到達目標

～一学期中間

考査

評論

「『いき』の美学」

 （尼ヶ﨑彬）

（知）具体例の表す内容を的確に読み取ることができる。

（思）・筆者の論旨を正確に理解し、それを踏まえた分析ができる。

・選んだ具体例の共通点と相違点について的確に説明できる。

（学）進んで本文を検討し、考えを整理して学習課題に取り組む。

評論

「人工知能はなぜ椅子に座

れないのか」（松田雄馬）

（知）本文中の語句の意味を理解し、本文中の表現を自分でわかりやすく言い換えることができる。

（思）「弱い人工知能」の「弱い」の意味をとらえたうえで、適切な具体例を挙げ、自分の考えも加えながら内容をまとめること

ができる。

（学）文章の論理展開や表現を読み取って筆者の主張を理解し、学習課題に沿って適切に説明しようとする。

評論

「ズームアップ ＡＩと正

しく向き合う」

（知）論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句の量を増し、文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かに

している。

（思）「読むこと」において、人間、社会、自然などについて、文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び付けて、新

たな観点から自分の考えを深める。
（学）文章の論理展開や表現を粘り強く読み取って筆者の主張を理解し、学習課題に沿って適切に説明suる。

中間～期末考

査

～二学期中間

考査

評論「『である』ことと『す

る』こと」

（丸山真男）

（知）新聞記事の情報と本文の内容とを適切に関連づけ、筋道を立てて考えることができる。

（思）価値倒錯の具体的事例をあげたうえで、それを再転倒させる道筋について、自分の考えを論理的に説明することができる。

（学）進んで本文を検討し、考えを整理して学習課題に取り組む。

評論

「人はなぜ働かなくてはな

らないのか」

（小浜逸郎）

（知）仮説を立て、検証しながら主張へと導く本文の構成を理解したうえで、筆者の主張を説明できる。

（思）「人間が根源的にどのような存在であるか」「労働行為とはどのようなものか」の二点を明確に説明できる。

（学）進んで本文を検討し、考えを整理して学習課題に取り組む。

評論

「本歌取り」

（永田和宏）

（知）具体例のどのような点が「他の表現を受け手が想起することではじめて成立する表現手法」となっているか、わかりやすい文章で説明

できる。

（思）新しく書かれた作品を通じて原作の新たな魅力を引き出しているものとして適切な例を複数提示することができる。

（学）主体性をもって粘り強く考えを整理して学習課題に取り組む。

二学期中間～

期末考査

評論

我が国と諸外国の若者の意

識に関する調査・希望を語

る

内閣府・玄田有史

（知）グラフから読み取った内容と、文章から読み取った内容を適切に関連づけて考察することができる。

小説

「檸檬」

（梶井基次郎）

（知）レトリックや構成に着目し、フィクションとしての小説表現の豊かさや可能性を知ることができる。

（思）主題の把握を通じて物事の多面的な価値を考えることができる。

（学）小説を精読することで読解力を深め、小説に対する関心を高めることができる。

予習・授業・復習のサイクルの徹底。

（予習で、本文を読み、わからない言葉を辞書で引いてくる。授業で内容を深く読解し書き手の意図を考える）

（知）考査・課題・プリント

（思）考査・ノート・プリント・課題等

（学）ノート・プリント・課題や授業への取組み状況等

（思）グラフから読み取った「挑戦心」「主張性」「有用性からの解放」と本文から読み取った「挫折」「無駄」の必要性を関連

づけて、「どのようなことが将来への希望につながるか」をまとめ、自分の考えを根拠とともにわかりやすく説明することができ

る。
（学）主体性をもって粘り強く考えを整理して学習課題に取り組む。

教科書：「論理国語」（数研出版）。副教材：「名作を味わう定番小説選」（数研出版）「現代文単語 げんたん 改訂版」（いいずな書店）「大学入試に出

た核心漢字２５００＋語彙１０００」（尚文出版）「新訂総合国語便覧」（第一学習社）、「論読現代文２」（浜島書店）



令和6年度（２０２4年度） 熊本県立人吉高等学校 全日制 シラバス

教科 論理国語（２) 学年 3 類型 理系クラス

学習

目標

評価基準

期間

使用教材（教

科書・副教

材）

学習方法

評価方法

（知）考査・課題・プリント

（思）考査・ノート・プリント・課題等

（学）ノート・プリント・課題や授業への取組み状況等

中間～期末考

査

評論「『である』ことと『す

る』こと」

（丸山真男）

評論

「メディアのテロル」

（山田登世子）

（知）本文の内容を踏まえて「メディアのテロル」の内容をわかりやすく説明することができる。

（思）各メディアの利点・欠点を比較したうえで、「メディアのテロル」を実感したものとして適切な具体例を挙げ、メディアを

利用する際の注意点について、本文の内容と関連づけながら自分の考えを深めることができる。
（学）主体性をもって粘り強く考えを整理して学習課題に取り組む。

評論

「本歌取り」

（永田和宏）

二学期中間～

期末考査

小説

「檸檬」

（梶井基次郎）

（知）レトリックや構成に着目し、フィクションとしての小説表現の豊かさや可能性を知ることができる。

（思）主題の把握を通じて物事の多面的な価値を考えることができる。

（学）小説を精読することで読解力を深め、小説に対する関心を高めることができる。

評論「意志と選択」

（國分功一郎）

（知）「意志」「選択」「責任」「意識」という言葉を筆者がどのように説明しているかを文脈に沿って確認し、筆者の主張をとらえること

（思）「意志」と「選択」の混乱を、身近な体験を例に説明し、自分のものの考え方について考察を深めることができる。

（学）進んで本文を検討し、考えを整理して学習課題に取り組む。

教科書：「論理国語」（数研出版）。副教材：「名作を味わう定番小説選」（数研出版）「現代文単語 げんたん 改訂版」（いいずな書店）「大学入試に出

た核心漢字２５００＋語彙１０００」（尚文出版）「新訂総合国語便覧」（第一学習社）、「論読現代文２」（浜島書店）

予習・授業・復習のサイクルの徹底。

（予習で、本文を読み、わからない言葉を辞書で引いてくる。授業で内容を深く読解し書き手の意図を考える）

（学）文章の論理展開や表現を読み取って筆者の主張を理解し、学習課題に沿って適切に説明しようとする。

（知）新聞記事の情報と本文の内容とを適切に関連づけ、筋道を立てて考えることができる。

（思）価値倒錯の具体的事例をあげたうえで、それを再転倒させる道筋について、自分の考えを論理的に説明することができる。

（学）進んで本文を検討し、考えを整理して学習課題に取り組む。

（思）新しく書かれた作品を通じて原作の新たな魅力を引き出しているものとして適切な例を複数提示することができる。

（学）主体性をもって粘り強く考えを整理して学習課題に取り組む。

（知）具体例のどのような点が「他の表現を受け手が想起することではじめて成立する表現手法」となっているか、わかりやすい文章で説明

できる。

主体的に学習に向かう態度 ①定期考査　２割　　②ノート・プリント　１割　　③提出物（課題）７割

単元（学習内容） 学習の到達目標
評論

「『いき』の美学」

 （尼ヶ﨑彬）

（知）具体例の表す内容を的確に読み取ることができる。

（思）・筆者の論旨を正確に理解し、それを踏まえた分析ができる。

・選んだ具体例の共通点と相違点について的確に説明できる。
（学）進んで本文を検討し、考えを整理して学習課題に取り組む。

国語 科目（単位数）

（１）文章や図表などに含まれている情報を相互に関係づけながら内容や書き手の意図を解釈する力をつける。・・（知識及び技能）

（２）論理的に考える力や、深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で、また、古典作品から読み取れる先人のものの見方、感じ方、考え方

に触れる中で、自分の思いや考えを広げ、伝え合う力を高める。・・（思考力、判断力、表現力）

（３）言葉が持つ価値への認識を深めるとともに、読書に親しみ自己を向上させ、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。・・（学びに向かう力、人間性

等）

知識・技能 ①定期考査（知識・技能を問う問題）７割　　②ノート・プリント１割　　③提出物（課題）２割

思考・判断・表現 ①定期考査（思考、判断、表現を問う問題）７割　　②ノート・プリント１割　　③提出物（課題）２割

期末考査後

～一学期中間

考査

～二学期中間

考査

（学）進んで本文を検討し、考えを整理して学習課題に取り組む。

（思）「意志」と「選択」の混乱を、身近な体験を例に説明し、自分のものの考え方について考察を深めることができる。

（知）「意志」「選択」「責任」「意識」という言葉を筆者がどのように説明しているかを文脈に沿って確認し、筆者の主張をとらえること
評論

（國分功一郎）

評論

人工知能はなぜ椅子に座れ

ないのか（松田雄馬）

（知）本文中の語句の意味を理解し、本文中の表現を自分でわかりやすく言い換えることができている。

（思）「弱い人工知能」の「弱い」の意味をとらえたうえで、適切な具体例を挙げ、自分の考えも加えながら内容をまとめること

ができている。











令和６年度（２０２４年度） 熊本県立人吉高等学校 全日制 シラバス

教科 世界史探究（4） 学年 3 類型 文理共通

学習

目標

評価基準

期間

使用教材

(教科書・副教材)

学習方法

評価方法

①用語集や問題集を活用し、重要歴史用語を把握し、内容を理解する。

②基本的な知識を関連づけて、「歴史の流れ」や「時代の枠組み」を理解する。

③図説の図版や史料、地図等を活用し、歴史を多角的に考察する。

（知）考査７割～８割・平常点２割～３割（提出物等）

（思）考査７割～８割・平常点３割～２割（提出物等）

（学）考査７割～８割・平常点３割～２割（提出物等）

第18章 冷戦と第三世界の

   台頭

第19章 冷戦の終結と今日

   の世界

（知）集団安全保障と冷戦の展開，アジア・アフリカ諸国の独立と地域連携の動き，平和共存と多極化の進展，冷戦の終結と地域紛争の頻発

などを基に，紛争解決の取組と課題を理解している。

（思）国際機構の形成と紛争に関わる諸事象の歴史的背景や原因，結果や影響，事象相互の関連，諸地域相互のつながりなどに着目し，国際

連盟と国際連合との共通点と相違点，冷戦下の紛争解決と冷戦後の紛争解決との共通点と相違点，紛争と経済や社会の変化との関連性などを

多面的・多角的に考察し，表現している。

（学）国際機構の形成と紛争に関わる諸事象の歴史的背景や原因，結果や影響，事象相互の関連，諸地域相互のつながりなどに着目し，国際

連盟と国際連合との共通点と相違点，冷戦下の紛争解決と冷戦後の紛争解決との共通点と相違点，紛争と経済や社会の変化との関連性に関す

る問いに対して、粘り強く自らの答えを出そうとしている。単元の学習を適切に振り返り，学習改善しようとしている。

第16章 第一次世界大戦と

   世界の変容

第17章 第二次世界大戦と

   新しい国際秩序の形

   成

（知）第一次世界大戦とロシア革命，ヴェルサイユ・ワシントン体制の形成，アメリカ合衆国の台頭，アジア・アフリカの動向とナショナリ

ズムなどを基に，第一次世界大戦の展開と諸地域の変容を構造的に理解している。

（思）世界恐慌と国際協調体制の動揺に関わる諸事象の背景や原因，結果や影響，諸地域相互のつながりなどに着目し，世界恐慌に対する諸

国家の対応策の共通点と相違点，ファシズムの特徴，第二次世界大戦に向かう国際関係の変化の要因などを多面的・多角的に考察し，表現し

ている。
（学）世界恐慌と国際協調体制の動揺に関わる諸事象の背景や原因，結果や影響，諸地域相互のつながりなどに着目し，世界恐慌に対する諸

国家の対応策の共通点と相違点，ファシズムの特徴，第二次世界大戦に向かう国際関係の変化の要因に関する問いに対して、粘り強く自らの

答えを出そうとしている。単元の学習を適切に振り返り，学習改善しようとしている。

教科書『詳説世界史 世界史探究』(山川出版社)

副教材『最新世界史図説 タペストリー』(帝国書院)、『世界史用語集』(山川出版社)

            『世界史重要語句 Check List』(啓隆社)

（学）諸地域の交流の広がりに関わる諸事象の背景や原因，結果や影響，諸地域相互のつながりなどに着目し，ヨーロッパの社会や文化の特

色，中国社会の特徴やモンゴル帝国が果たした役割に関する問いに対して、粘り強く自らの答えを出そうとしている。単元の学習を適切に振

り返り，学習改善しようとしている。

（知）宗教改革とヨーロッパ諸国の抗争，大西洋三角貿易の展開，科学革命と啓蒙思想などを基に，主権国家体制の形成と地球規模での交易

の拡大を構造的に理解している。

（思）大西洋両岸諸地域の動向に関わる諸事象の背景や原因，結果や影響，諸地域相互のつながりなどに着目し，産業革命や環大西洋革命の

意味や意義，自由主義とナショナリズムの特徴，南北アメリカ大陸の変容などを多面的・多角的に考察し，表現している。

（学）大西洋両岸諸地域の動向に関わる諸事象の背景や原因，結果や影響，諸地域相互のつながりなどに着目し，産業革命や環大西洋革命の

意味や意義，自由主義とナショナリズムの特徴，南北アメリカ大陸の変容に関する問いに対して、粘り強く自らの答えを出そうとしている。

単元の学習を適切に振り返り，学習改善しようとしている。

（思）南アジアと東南アジア、西アジアと地中海周辺の歴史に関わる諸事象の背景や原因，結果や影響，諸地域相互の関わりなどに着目し，

主題を設定し，諸資料を比較したり関連付けたりして読み解き，表現している。

（学）南アジアと東南アジア、西アジアと地中海周辺の歴史に関わる諸事象の背景や原因，結果や影響，諸地域相互の関わりに関する問いに

対して、粘り強く自らの答えを出そうとしている。単元の学習を適切に振り返り，学習改善しようとしている。

（知）西アジア社会の動向とアフリカ・アジアへのイスラームの伝播や海域と内陸にわたる諸地域の交流の広がりを構造的に理解している。

（知）古代文明および東アジアと中央ユーラシアの歴史に関わる諸事象の背景や原因，結果や影響，事象相互の関連などに着目し，自然環境

と生活や文化との関連性，農耕・牧畜の意義を理解している。

（思）古代文明および東アジアと中央ユーラシアの歴史に関わる諸事象の背景や原因，結果や影響，諸地域相互の関わりなどに着目し，主題

を設定し，諸資料を比較したり関連付けたりして読み解き，遊牧民の社会の特徴と周辺諸地域との関係などを多面的・多角的に考察し，表現

している。

（学）古代文明および東アジアと中央ユーラシアの歴史に関わる諸事象の背景や原因，結果や影響，諸地域相互の関わりに関する問いに対し

て、粘り強く自らの答えを出そうとしている。単元の学習を適切に振り返り，学習改善しようとしている。

（思）諸地域の交流の広がりに関わる諸事象の背景や原因，結果や影響，諸地域相互のつながりなどに着目し，ヨーロッパの社会や文化の特

色，中国社会の特徴やモンゴル帝国が果たした役割などを多面的・多角的に考察し，表現している。

２学期

（知）ヨーロッパ封建社会とその展開，宋の社会とモンゴル帝国の拡大などを基に，海域と内陸にわたる諸地域の交流の広がりを構造的に理

解している。

３学期

第11章 近世ヨーロッパ世

   界の動向

第12章 産業革命と館大西

   洋革命

第13章 イギリスの優位と

   欧米国民国家の形成

第14章 アジア諸地域の動

   揺

第15章 帝国主義とアジア

   の民族運動

（思） 諸地域の交易とヨーロッパの進出に関わる諸事象の背景や原因，結果や影響，諸地域相互のつながりなどに着目し，主題を設定し，諸

資料を比較したり関連付けたりして読み解き，アジア海域での交易の特徴，ユーラシアとアメリカ大陸間の交易の特徴とアメリカ大陸の変容

などを多面的・多角的に考察し，表現している。

（知）アジア海域での交易の興隆，明と日本・朝鮮の動向，スペインとポルトガルの活動などを基に，諸地域の交易の進展とヨーロッパの進

出を構造的に理解している。

（学）諸地域の交易とヨーロッパの進出に関わる諸事象の背景や原因，結果や影響，諸地域相互のつながりなどに着目し，アジア海域での交

易の特徴，ユーラシアとアメリカ大陸間の交易の特徴とアメリカ大陸の変容に関する問いに対して、粘り強く自らの答えを出そうとしてい

る。単元の学習を適切に振り返り，学習改善しようとしている。

第９章 大交易・大交流時

   代

第10章 アジアの諸帝国の

   繁栄

（知）第二次産業革命と帝国主義諸国の抗争，アジア諸国の変革などを基に，世界分割の進展とナショナリズムの高まりを構造的に理解して

いる。

（思）列強の対外進出とアジア・アフリカの動向に関わる諸事象の背景や原因，結果や影響，諸地域相互のつながりなどに着目し，世界経済

の構造的な変化，列強の帝国主義政策の共通点と相違点，アジア諸国のナショナリズムの特徴などを多面的・多角的に考察し，表現してい

（学）列強の対外進出とアジア・アフリカの動向に関わる諸事象の背景や原因，結果や影響，諸地域相互のつながりなどに着目し，世界経済

の構造的な変化，列強の帝国主義政策の共通点と相違点，アジア諸国のナショナリズムの特徴に関する問いに対して、粘り強く自らの答えを

出そうとしている。単元の学習を適切に振り返り，学習改善しようとしている。

１学期

（思）諸地域の交流の広がりに関わる諸事象の背景や原因，結果や影響，事象相互の関連，諸地域相互のつながりなどに着目し，主題を設定

し，諸資料を比較したり関連付けたりして読み解き，諸地域へのイスラームの拡大の要因，ヨーロッパの社会やなどを多面的・多角的に考察

し，表現している。
（学）諸地域の交流の広がりに関わる諸事象の背景や原因，結果や影響，事象相互の関連，諸地域相互のつながりなどに着目し，諸地域への

イスラームの拡大の要因に関する問いに対して、粘り強く自らの答えを出そうとしている。単元の学習を適切に振り返り，学習改善しようと

している。

第５章 イスラーム教の成

   立とヨーロッパ世界

   の形成

第６章 イスラーム教の伝

   播と西アジアの動向

第３章 南アジア世界と東

    南アジア世界の展開

第４章 西アジアと地中海

   周辺の国家形成

（知）南アジアと東南アジア、西アジアと地中海周辺の歴史に関わる諸事象の背景や原因，結果や影響，事象相互の関連，諸地域相互の関わ

りなどに着目し，宗教や文化の特色，周辺諸地域との関係などを理解している。

地理歴史 科目（単位数）

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的

な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

単元（学習内容） 学習の到達目標

知識・技能 考査７割～８割・平常点２割～３割（提出物等）

思考・判断・表現 考査７割～８割・平常点２割～３割（提出物等）

主体的に学習に向かう態度 考査７割～８割・平常点２割～３割（提出物等）

第１章 文明の成立と古代

   文明の特質

第２章 中央ユーラシアと

   東アジア世界

第７章 ヨーロッパ世界の

   変容と展開

第８章 東アジア世界の展

   開とモンゴル帝国









令和６年度　熊本県立人吉高等学校　全日制　シラバス

教科 生物（４） 学年 3 類型 理系

学習
目標

評価基準

期間

使用教材
(教科書・副

教材)

学習方法

評価方法

（知）
・植物は周囲の環境の変化を感知して，その環境に応答することを理解する。
・環境からの情報伝達に植物ホルモンがはたらいていることを理解する。
・植物の種子が，周囲の環境を感知して休眠・発芽するしくみを理解する。
・植物の種子が，周囲の環境を感知して休眠・発芽する意義を理解する。
・植物の成長が光や重力などの要因によって調節されていることを理解する。
・植物の成長の調節に植物ホルモンがかかわっていることを理解する。
・植物は，葉，茎，根，花などの器官への分化を通して成長していくことを理解する。
・植物の器官の分化は周囲の環境の変化や成長の段階に応じて調節されていることを理解する。
・植物が水の出入りを調節するしくみを理解する。
・植物の防御応答について理解する。
・被子植物の配偶子形成と受精のしくみを理解する。
・被子植物の種子の形成や果実の成熟のしくみを理解する。

年度初～
１学期

　中間考査

１学期中間
～期末考査

１学期期末
～２学期
　中間考査

２学期中間
～期末考
査・年度末

（知）考査７割～８割、小テスト・課題・授業等への取り組み状況２割～３割
（思）考査７割～８割、小テスト・課題・授業等への取り組み状況２割～３割
（学）考査７割～８割、小テスト・課題・授業等への取り組み状況２割～３割

（学）
・植物の生活と植物ホルモンに関心をもち，主体的に学習に取り組める。
・発芽の調節に関心をもち，主体的に学習に取り組める。
・成長の調節に関心をもち，主体的に学習に取り組める。
・器官の分化と花芽形成の調節に関心をもち，主体的に学習に取り組める。
・環境の変化に対する応答に関心をもち，主体的に学習に取り組める。
・配偶子形成と受精に関心をもち，主体的に学習に取り組める。

（知）
・個体群の成長には個体群密度が関係していることを理解する。
・個体群の個体数の変化には，その個体群の齢構成や年齢ごとの死亡率などが影響することを理解する。
・群れや縄張りについて，その大きさに応じて生じる利益と不利益の兼ね合いによって，最適な大きさが存在していることを理解する。
・個体群内で見られる個体どうしの社会的な関係とその利益を理解する。
・生物群集には，捕食・被食や種間競争，共生などの種間関係があることを理解する。
・生態的地位（ニッチ）の概念を理解する。
・生態系内で多種の共存を可能にしているしくみを理解する。
・生産者による物質生産によって生態系内の生物に有機物やエネルギーが供給されることを理解する。
・生態系では食物連鎖を通じて物質が循環し，エネルギーが移動していることを理解する。
・生態系や生物多様性の保全の重要性を理解する。
・人間活動が生態系に与える影響の例として，窒素排出量の増加や生息地の分断化などがあることを理解する。

理科 科目（単位数）

単元（学習内容） 学習の到達目標

生物や生物現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，生物や生物現象を科学的に探究するために必要な資質・
能力を次のとおり育成することを目指す。
（1） 生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基本的な技能。
（2） 観察，実験などを行い，科学的に探究する力。
（3） 生物や生物現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度と，生命を尊重し，自然環境の保全に寄与する態度。

（思）
・標識再捕法で個体数が推定できる理由を，対象となる生物の個体群の性質などを踏まえて説明することができる。
・与えられた条件をもとに，個体群の個体数を推定することができる。
・生存曲線のそれぞれの型が有利になる生息環境について，その生物がおかれている状況と年齢ごとの死亡率を関連させて推測し，説明
することができる。
・最適な群れの大きさを決める要因を理解し，群れのおかれた環境に応じて時間の配分率のグラフがどのように変化するかを説明するこ
とができる。
・群れを形成するアユの体長について，個体群密度との関係を考えて説明することができる。
・3種のゾウリムシのなかまの飼育時の個体群密度の変化の資料に基づいて，生活上の要求の違いによって異種の個体群が共存できてい
ることを見いだすことができる。
・2種のフジツボの成体の分布が分かれることについて，種間競争や乾燥への耐性と関連づけて説明することができる。
・エゾアカガエルの実験結果について，捕食者の存在の有無を踏まえて理由を考察することができる。
・現存量当たりの純生産量の生態系ごとの違いについて，その生態系を構成する生産者の生産構造と関連づけて説明することができる。
・生態系におけるエネルギー量とエネルギー効率を計算することができる。
・施肥による窒素の増加とサンゴ礁の破壊に関する資料に基づいて，人間活動が生態系に影響を及ぼしていることを見いだすことができ
る。
・植林活動と海の豊かさの関係について，学習したことをもとに，資料などにまとめて自分の言葉で説明することができる。

（学）
・個体群の構造と性質に関心をもち，主体的に学習に取り組める。
・個体群内の個体間の関係に関心をもち，主体的に学習に取り組める。
・異なる種の個体群間の関係に関心をもち，主体的に学習に取り組める。
・生態系の物質生産と物質循環に関心をもち，主体的に学習に取り組める。
・生態系と人間生活に関心をもち，主体的に学習に取り組める。

授業中における課題と復習に重点的に取り組むこと。予習を課していない分、授業への取り組み方で大きく成績が変動してしまうので、積極的に授業に参加
すること。定期的に小テストや課題を課し、評価する。

教科書：「生物」（数研出版）
資料集：「新課程フォトサイエンス生物図録」（数研出版）
問題集：「リードLightノート　生物基礎」「リードLightノート　生物」数研出版
　　　　「改訂版センサー総合生物」啓林館　「チェック＆演習　生物」数研出版

（知）
・眼の網膜で受容された光刺激の情報が，神経によって脳に伝えられ，視覚が生じることを理解する。
・受容器の種類によって，刺激を受け取るしくみがそれぞれ異なることを理解する。
・ニューロンの興奮が細胞膜で生じる電気的な変化であることを，イオンチャネルやポンプのはたらきを踏まえて理解する。
・ニューロンに生じた興奮が次のニューロンへと伝えられるまでの過程を理解する。
・ヒトの神経系の構造について理解する。
・ヒトの脳の構造とそれぞれの部位がもつはたらきについて理解する。
・代表的な効果器である筋肉の構造について理解する。
・筋肉が，神経系から伝達してきた刺激を受け取って収縮するしくみを理解する。
・動物の行動は，遺伝的にプログラムされた生得的な行動と経験によって変化する学習行動によって形成されることを理解する。

生物
第４章遺伝情報の発現と発
生

生物
第５章動物の反応と行動

生物
第７章生物群集と生態系

（学）
・DNAの構造と複製に関心をもち，主体的に学習に取り組める。
・遺伝情報の発現に関心をもち，主体的に学習に取り組める。
・遺伝子の発現調節に関心をもち，主体的に学習に取り組める。
・発生と遺伝子発現に関心をもち，主体的に学習に取り組める。
・遺伝子を扱う技術に関心をもち，主体的に学習に取り組める。

（思）
・視細胞の分布に関する資料に基づき，盲斑の存在を見いだすことができる。
・ヒトの視覚経路の構造について理解し，視神経を切断した場合の見え方と関連づけて説明することができる。
・人工臓器の一つである人工内耳の原理について説明し，人工内耳を装着した患者に対する留意すべき点について考えることできる。
・軸索を刺激する実験の資料に基づき，ニューロンの興奮に見られる性質を見いだすことができる。
・神経筋標本による実験の資料に基づき，伝導や伝達に要する時間を計算することができる。
・反射が無意識のうちに起こる理由を，興奮の伝達経路と関連づけながら説明することができる。
・死後硬直のしくみについて，筋肉収縮のしくみに着目しながら説明することができる。
・ショウジョウバエの求愛行動が，雄と雌の互いの行動によって連鎖的に進行していくことを，雌雄の神経回路の違いと関連づけながら
説明することができる。

（学）
・刺激の受容に関心をもち，主体的に学習に取り組める。
・ニューロンとその興奮に関心をもち，主体的に学習に取り組める。
・情報の統合に関心をもち，主体的に学習に取り組める。
・刺激への反応に関心をもち，主体的に学習に取り組める。
・動物の行動に関心をもち，主体的に学習に取り組める。

考査７割～８割、小テスト・課題・授業等への取り組み状況２割～３割

思考・判断・表現 考査７割～８割、小テスト・課題・授業等への取り組み状況２割～３割

主体的に学習に向かう態度 考査７割～８割、小テスト・課題・授業等への取り組み状況２割～３割

生物
第６章植物の環境応答

（思）
・エチレンが空気中を拡散していることを確かめるためにどのような実験を行えばよいかを考え，説明することができる。
・光発芽種子の発芽条件と，樹木の葉群の上下での各波長の光の割合とを関連づけて，光発芽種子がもつ利点を見いだすことができる。
・茎や根が必ず先端部から少し基部側で曲がる理由について考え，説明することができる。
・植物が重力方向を感知できなくなった場合，自然界での成長においてどのような不都合があるかを考え，説明することができる。
・植物の成長様式を踏まえて，ある木の幹につけた傷が時間経過によってどうなるかを考え，説明することができる。
・花芽の形成が日長によって引き起こされることの利点について考え，説明することができる。
・高緯度の寒帯地域ではおもに長日植物が生育している理由について考え，説明することができる。
・花芽形成に関する実験結果をもとに，葉で感知された日長の情報がどのように伝達されるかを考え，説明することができる。
・常に防御物質を蓄積している植物と食害を受けてから防御物質を合成する植物を比較し，それぞれが有利・不利になる環境を考え，説
明することができる。
・裸子植物と比較して，被子植物が行う重複受精にはどのような利点があるのかを考え，説明することができる。
・胚のう中の各細胞の有無と花粉管誘引に関する実験結果をもとに，被子植物の受精で花粉管が胚のうへと誘引されるしくみについて考
え，説明することができる。
・植物ホルモンがかかわる例の一つとして，種なしぶどうのつくり方を調べ，説明することができる。
・植物とヒトの光刺激に対する受容と反応のしくみの違いや共通点について考え，説明することができる。

知識・技能

（思）
・DNAの複製に関する資料に基づいて，DNAの複製のしくみを見いだすことができる。
・岡崎フラグメントの存在を示唆する実験データに基づいて，岡崎フラグメントが存在することを論理的に説明することができる。
・真核生物と原核生物の遺伝情報の発現の過程を表した資料を比較し，遺伝子発現の過程の違いを見いだすことができる。
・DNAの塩基では，ウラシルではなくチミンが用いられている理由を考え，説明することができる。
・遺伝子の発現調節に関する資料に基づいて，遺伝子の発現が調節されていることを見いだすことができる。
・ラクトースオペロンに突然変異が生じた2種類の突然変異株に野生株のDNAを導入する実験の結果に基づいて，それぞれの突然変異株に
ついてDNAのどの領域に異常があったのかを推定することができる。
・同じ遺伝情報をもつ細胞が異なる細胞に分化する要因として，細胞質に含まれる物質が分裂の際に不均等に分配されることや，周囲の
細胞からの誘導があることを理解し，説明することができる。
・遺伝子組換え技術によって，ある生物の遺伝子を別の生物に発現させることができる理由を考え，説明することができる。
・mRNAワクチンと従来のワクチンを比較し，mRNAワクチンの利点や問題点について考え，説明することができる。

（知）
・DNAの複製のしくみを理解する。
・遺伝情報の発現のしくみを理解する。
・遺伝子の発現が調節されていることを理解する。
・原核生物と真核生物において，遺伝子の発現が調節されるしくみを理解する。
・発生の過程で，遺伝子の発現調節によって細胞が分化するしくみを理解する。
・遺伝子を扱う技術について，その原理と有用性を理解する。



令和６年度　熊本県立人吉高等学校　全日制　シラバス

教科 物理（４） 学年 3 類型 理系

学習
目標

評価基準

期間

使用教材
(教科書・副
教材)

学習方法

評価方法

考査７割～８割、小テスト・課題・授業等への取り組み状況２割～３割

思考・判断・表現 考査７割～８割、小テスト・課題・授業等への取り組み状況２割～３割

主体的に学習に向かう態度 考査７割～８割、小テスト・課題・授業等への取り組み状況２割～３割

総合物理②第４編　電気と
磁気
第３章　電流と磁場
第４章　電磁誘導と電磁波

（思）フレミングの左手の法則を用いて，電流の流れている導線がどの向きに力を受けるかを判断することができる。
　　　ある荷電粒子の記述について，これまでの学習内容を踏まえて考え，答えることができる。
　　　レンツの法則について説明できる。
　　　コイルを回転させる速さと誘導起電力の大きさの関係を説明できる。

知識・技能

（思）光が2つの媒質の境界面で屈折するようすの図から，どちらの媒質のほうが光が伝わるのが速いか判断できる。
　　　凸レンズの焦点距離の外側に物体（光源）を置くと，どのような像が生じるか説明することができる。
　　　ヤングの実験で光が強めあうときの条件を説明することができる。

（知）光は進んでいくとき，反射，屈折，分散，散乱を行うこと，またその際にどのような法則が成りたっているのかを理解してい
　　　る。
　　　レンズと鏡によって生じる像を作図することができる。また，写像公式を理解し，式を利用して像のできる位置や像の大きさ
　　　などを求めることができる。
　　　ヤングの実験，回折格子，薄膜，くさび形空気層，ニュートンリングのそれぞれの光の干渉条件を理解している。

（学）光が粒子性をもつことに興味・関心を示し，光電効果の原理などを理解しようとしている。
　　　健康診断の検査などで使われているX線とはどのようなものであるかに関心を示し，理解しようとしている。
　　　原子と原子核の大きさの差から原子に興味・関心を示し，原子の構造とエネルギー準位についても理解しようとしている。
　　　「放射線」と「放射性物質」ではどのように意味が異なるかに，興味・関心を示し，放射線とその性質について理解しようと
　　　している。

授業中における課題と復習に重点的に取り組むこと。予習を課していない分、授業への取り組み方で大きく成績が変動してしまうので、積極的に授業に参加す
ること。定期的に小テストや課題を課し、評価する。

教科書：「総合物理②」（数研出版）
資料集：「新課程フォトサイエンス物理図録」（数研出版）
問題集：「セミナー物理基礎＋物理２０２４」（第一学習社）
　　　　「進研WINSTEP」（Learns）

（知）電気量保存の法則やクーロンの法則について理解し，関係式を正しく適用できる。
　　　電場とはどのようなものかを理解し，電荷が電場から受ける力や電場の強さの式を正しく適用できる。
　　　電位について理解し，さまざまな関係式を正しく適用できる。
　　　抵抗を直列，並列に接続したとき，電流，電圧がどのような関係にあるかを理解している。また，これらのことを踏まえて，
　　　電圧計，電流計や分流器，倍率器の正しい使用方法についても理解できている。

総合物理②第３編　波
第３章　光

総合物理②第４編　電気と
磁気
第１章　電場
第２章　電流

総合物理②第５編　原子
第１章　電子と光
第２章　電子と原子核

（学）光が関係する現象に興味をもち，光についての基本事項と光の進み方について理解しようとしている。
　　　レンズや鏡に興味をもち，それによってどのような像ができるかについて理解しようとしている。
　　　しゃぼん玉やCD・DVDが色づいて見えることについて興味をもち，光の干渉や回折の現象を理解しようとしている。

２学期中間～
期末考査・年

度末

（知）考査７割～８割、小テスト・課題・授業等への取り組み状況２割～３割
（思）考査７割～８割、小テスト・課題・授業等への取り組み状況２割～３割
（学）考査７割～８割、小テスト・課題・授業等への取り組み状況２割～３割

（学）導線に電流を流すと導線のまわりに磁場ができることに驚きと興味を示し，より深くこのことについて学ぼうとしている。
　　　オーロラなどのローレンツ力の例に興味・関心を示し，ローレンツ力について理解しようとしている。
　　　身近にある自転車の発電機の原理はどのようになっているかということに興味・関心をもっている。また，交流そのものにつ
　　　いての知識をもとうとする意欲がある。

（知）光電効果について理解している。
　　　X線の性質，特徴について理解している。
　　　ボーア理論（量子条件・振動条件）について理解している。
　　　放射性崩壊によって，原子核がどのように変化するか理解している。

理科 科目（単位数）

単元（学習内容） 学習の到達目標

物理や物理現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通して、物理的な事物・現象を科学的に探究するために必要な、次の
ような資質・能力を育成する。
（１）物理の基本的な概念や原理・法則の理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する基本的な技能
（２）観察、実験などを行い、科学的に探究する力
（３）物理的な事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度

（思）光電効果の原理を踏まえて，考え，説明することができる。
　　　X線回折とＸ線のコンプトン効果について，波動性と粒子性を踏まえて説明できる。
　　　電子のエネルギー準位について理解し，説明できる。
　　　α線，β線，γ線の正体や，α崩壊，β崩壊のしくみを説明できる。

（思）静電誘導及び誘電分極の現象について，それぞれ説明できる。
　　　電荷間距離と電場の強さの関係のグラフの形状を，電場の性質から考察できる。
　　　電場はベクトル量，電位はスカラー量であることを理解し，説明できる。
　　　測定する抵抗値の大きさによって，どのような電気回路がより正しい値を測定できるかを判断できる。

（学）身近な現象から，静電気の現象に興味・関心をもち，さまざまな静電気現象について理解しようとしている。
　　　電気的な力が及ぶ空間である電場について，興味・関心を示している。
　　　電気回路の各抵抗への電流が流れる量や電圧の加わり方がどのようになるかに興味を示している。

（知）磁気量について，磁気力に関するクーロンの法則や磁場の定義の中でどのように使われているかを通して理解している。
　　　フレミングの左手の法則について理解している。
　　　さまざまな電磁誘導の事例について理解している。また，関係式も適用できる。
　　　交流電圧の公式を理解している。また，交流電流・交流電圧の実効値の意味を理解している。

年度初～
１学期

　中間考査

１学期中間～
期末考査

１学期期末
～２学期
　中間考査
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教科 音楽Ⅲ（２） 学年 3 類型 全クラス

学習
目標

評価基準

期間

（知）・楽曲の表現上の特徴を理解し，それを生かして個性豊かに歌う。

（思）・伴奏とのかかわりを理解して歌う。

（学）・曲想と歌詞の言葉の意味とのかかわりを理解し表現を工夫しようとしている。

（思）・和楽器の音色や奏法の特徴を理解するとともに，表現上の効果を生かして個性豊かに演奏する。

使用教材
(教科書・
副教材)

学習方法

評価方法

年度初～
１学期中間
考査

（知）・自分なりのイメージをもち，楽曲にふさわしい表現を工夫して歌う。

～２学期中
間考査

２学期中間
～期末考査

（知）・弾き語りをしながら人に聴かせる時の表現を工夫する。

２学期期末
～年度末

（知）・音楽の構造上の特徴と美しさとのかかわりを理解する。

（知）・楽曲の文化的・歴史的背景，作曲者による表現の特徴，音楽を育んできた人々や地域の特徴を理

解する。

（思）・鑑賞した楽曲について，自分なりの言葉で批評する。

（知）・それぞれの音楽が育まれてきた時代や地域における様々な文化とのかかわり，音楽と生活や社会

とのかかわりについて理解する。

１学期中間
～期末考査

【歌唱・器楽】弾き語りに挑戦し

よう

【歌唱】ヴォーカル・アンサンブ

ルを楽しもう （思）・他の声部とのかかわりや音の重なり，全体の調和を意識して歌う。

学期末成績＝授業内テスト（８０％）＋平常点（２０％）
授業内テスト：歌唱テスト・器楽テスト
平常点：授業参加度、発問、学習プリント、課題提出

教科書：「Joy of Music」（教育芸術社）

個人またはグループワーク

思考・判断・表現 ①実技テスト：約７割　②小テスト：約３割

主体的に学習に向かう態度 ①小テスト：約５割　②活動の様子、提出、出席状況など：約５割

単元（学習内容） 学習の到達目標

【歌唱】歌の表現力を高めよう

【鑑賞】鑑賞力を伸ばそう

【歌唱】ポピュラー音楽の世界を

堪能しよう

【器楽・歌唱】日本の伝統音楽に

親しもう

（知）・曲想と歌詞の内容とのかかわりや，言語とリズムやフレーズとのかかわりなど，表現上の特徴を

生かし，表現意図をもって歌う。

（思）・伴奏とのかかわりを理解し，ふさわしい表現で歌う。

芸術 科目（単位数）

　音楽の幅広い活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の音や音楽、音楽文化と幅広く関わる資質・能力を育成す
ることを目指す。

知識・技能 ①実技テスト：約７割　②小テスト：約３割
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